
お茶染めを未来へ
挑戦はまだまだ続く

1年間を通して地域と様々な活動に取り組んだお茶染めプロジェクト。
一段落を終えた皆さんに感想を聞くと「やっとスタートラインだよ！」と
笑います。川根本町の未来のために新たな挑戦が始まっています。

　
1
年
間
に
わ
た
っ
て
挑
戦
を
続
け
た
お

茶
染
め
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
。
そ
の
成
果
が
確

か
な
形
に
な
っ
て
現
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い
ま
す
。
子
ど

も
た
ち
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げ
た
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染
め
商
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今
年
、
ふ
る
さ
と
納
税
の
返
礼
品
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皆
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。

　
取
材
を
通
し
て
、
多
く
の
人
が「
川
根

本
町
の
未
来
の
た
め
に
何
が
で
き
る
か
」

と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。
そ
ん
な
姿
に

鷲
巣
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ん
の
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葉
が
思
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出
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れ
ま
す
。

　
「
お
茶
染
め
を
文
化
に
し
て
い
く
た

め
に
は
、
地
域
の
人
た
ち
の
主
体
性
が

必
要
。
誇
り
と
情
熱
が
あ
れ
ば
理
解
者

が
自
然
に
増
え
て
く
る
。
き
っ
と
川
根

本
町
は
そ
の
土
壌
が
で
き
て
い
き
ま
す
」

　
こ
の
町
に
は
年
齢
や
立
場
な
ど
関
係

な
く
、「
ふ
る
さ
と
」
を
次
の
世
代
に
つ

な
い
で
い
き
た
い
と
挑
戦
を
続
け
る
人

た
ち
が
い
ま
す
。
そ
ん
な
人
た
ち
の
思

い
を
地
域
全
体
で
共
有
し
な
が
ら
、時
に

は
失
敗
し
、
支
え
合
い
、
大
き
な
挑
戦

に
し
て
い
く
こ
と
が
大
切
な
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。

　
お
茶
染
め
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
残
し
た
軌

跡
は
、こ
の
先
、川
根
本
町
を
未
来
に
つ
な

ぎ
た
い
と
思
う
人
た
ち
の
確
か
な
道
し
る

べ
に
な
っ
て
い
く
こ
と
で
し
ょ
う
。
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郷 海
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夢を追いかけることに年齢は関係ない
お茶の可能性を信じて挑戦を続けたい

西
さいじょう

條 和
か ず こ

子 さん

　お茶染めを川根本町の文化にして、
地域に根付かせたいという思いが、
こんなに早く形になるなんて、本当
に信じられません。一緒に歩んでく
れた子どもたちや、協力してくれた
皆さんに感謝しています。
　この1年間、取り組んだことはお
茶の新しい可能性につながると思っ
ています。学校や行政、染織技術の
共同作業は全国でも川根本町しか取
り組んでいない貴重なこと。このこ
とをモデルケースとして県内外に紹
介すれば、各地から企業誘致や教育

機関の研修先などの招致につなが
ると思っています。
　そのために、お茶染めをこの町
で「仕事」にする環境を少しずつ整
えています。工房を整備する計画
も進行中。80歳を過ぎても挑戦
は終わりませんが、後継者がどう
しても必要です。
　私はお茶染めプロジェクトで、
地域に活動の種をまいただけ。
これからその種を芽吹かせるため
に、一緒に挑戦してくれる人がい
れば大歓迎です！

川根本町を絶対になくさせない
僕たちが未来につないでいかなくちゃ！

　ロゴを作ると聞いてから、僕には
何ができるのかずっと考えていま
した。お茶を使った新しい特産品
で、川根本町が有名になると信じて
いますが、今のままではダメです。
どんな人たちにどうやって発信して
いくか。しっかり考えたい！
　僕の夢は、将来この町でお茶関係
の仕事に就くこと。僕たちが作っ
たロゴ入りの商品を扱って、たくさ
んの人に知ってもらい、川根本町を
絶対に未来につないでいきたい！

（西郷 海斗さん）

　完成したロゴには、川根本町の魅
力が詰まっています。若い人から
お年寄りまで、一目見ればこの町を
イメージできるはず。町のホーム
ページや個人のユーチューブ、イン
スタグラムなどを使って宣伝を
いっぱいしてほしい。外国の人に
も魅力が伝わると思います。
　お茶染め商品が、この町を知って
もらうきっかけになるように、僕に
もできることがある。まだまだや
れることがあると思うとすごくワ
クワクします！　 （長谷川 新汰さん）

ここにも、一つの物語。
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